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●新型コロナウイルス感染症	
対応地方創生臨時交付金

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や
住民生活を支援するため国が創設した交付金で、自治体は実情に応じて必要な事業に活用でき
る。令和４年度以降、物価高騰対策などへの支援が重点交付金として措置されている。

●耐震シェルター 住宅内の一部に地震に耐える強固な空間を作り、安全を確保するもの。部屋型やベッド型などがある。

●浄化槽処理	
促進区域

自然的・経済的・社会的諸条件から見て、し尿および雑排水の適正な処理を浄化槽によって特に促進する必要がある
と認められる区域で、市町村が指定することができる。本市では令和３年３月に倉渕地域全域を指定している。

●ピアサポーター 自身も障害や病気などの経験があり、その経験を生かして同じ境遇にある仲間をサポートする人のこと。

一
般
質
問

市政を問う

あらましを質問
者順で掲載して
います。

質
問　
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

担
っ
て
い
る
事
務
を
一
部
民
営

化
す
る
な
ど
、
運
営
方
法
の
今

後
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
は
、
地
域
住
民
や
利
用
者

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
運
営
委
員
会
方
式
で
行

っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
や

学
校
法
人
な
ど
が
関
わ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
民
間
事
業

者
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
基
準
で
算
定
し
た
委
託
料
の

範
囲
で
運
営
で
き
る
こ
と
が
前

提
と
な
る
が
、
今
後
も
関
係
者

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
適

切
な
運
営
方
法
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
浄
化
槽
処
理
促
進
区
域

を
弾
力
的
に
運
用
し
、
区
域
を

拡
大
す
る
な
ど
、
汚
水
処
理
の

今
後
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
の
水
源
で
あ
る
烏

川
上
流
域
の
水
質
を
保
全
す
る

た
め
、
倉
渕
地
域
で
合
併
浄
化

槽
の
清
掃
料
を
補
助
し
て
い
る

ほ
か
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
が

困
難
な
地
域
で
も
設
置
を
推
進

し
て
い
る
。
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
が
一
層
進
む
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

策
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
民
間
企
業
へ
の
市
単
独

補
助
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
が
対
象
と
な
る
の
か
。

答
弁　
本
市
で
は
、
産
業
振
興

や
雇
用
機
会
の
確
保
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
、
ま
た
教
育
環
境
整
備

な
ど
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
、

事
業
者
や
医
療
機
関
、
学
校
法

人
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
活
用
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

感
染
予
防
対
策
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
物
価
高
騰
対
策
の
た

め
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備
や

子
育
て
応
援
商
品
券
の
配
布
、

福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
財
源
と
し

て
交
付
金
を
活
用
し
て
き
た
。

令
和
５
年
度
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
繰
り
越
し
た
通
常
分
２
億	

９
２
８
９
万
８
千
円
を
、
コ
ロ

ナ
感
染
等
高
齢
者
世
帯
買
い
物

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に

活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

重
点
交
付
金
を
財
源
と
し
た
中

小
企
業
給
与
改
善
奨
励
金
な
ど

の
事
業
費
も
、
本
定

例
会
で
補
正
予
算
と

し
て
計
上
し
た
。

質
問　
き
ょ
う
だ
い
が
同
時
在

園
し
て
い
る
と
２
人
目
の
保
育

料
が
半
額
に
な
る
が
、
１
人
目

が
小
学
生
に
な
る
と
制
度
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
。
き
ょ
う
だ
い

の
年
齢
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
半

額
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
本
市
の
保
育
料
は
、
所

得
階
層
を
工
夫
し
、
国
の
基
準

よ
り
全
体
で
約
40
％
減
額
し
て

い
る
。
年
齢
差
に
か
か
わ
ら
ず

半
額
に
す
る
と
い
っ
た
さ
ら
な

る
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
財

政
措
置
も
伴
う
た
め
、
今
後
の

国
の
動
向
を
注
視
し
、
利
用
者

負
担
と
公
費
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

質
問　
病
児
保
育
の
利
便
性
を

向
上
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
空
き
状
況
の
確
認
や

予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
一
部
の
施
設
で
は
、
独

自
の
シ
ス
テ
ム
で
予
約
な
ど
が

可
能
だ
が
、
ほ
か
の
施
設
で
は

電
話
で
対
応
し
て
い
る
。
実
施

者
に
よ
り
考
え
方
が
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
利
用
者
側
の
負
担

も
理
解
で
き
る
た
め
、
相
談
し
、

利
便
性
の
向
上
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
新
生
児
難
病
検
査
の
実

施
状
況
と
、
現
状
の
課
題
は
。

答
弁　
現
在
、
先
天
性
代
謝
異

常
等
の
20
疾
病
の
難
病
検
査
が

県
の
負
担
で
行
わ
れ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
14
人
の
陽
性
が

確
認
さ
れ
た
。
現
状
の
課
題
と

し
て
は
、
20
疾
病
に
含
ま
れ
な

い
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
や
脊

髄
性
筋
萎
縮
症
等
の
検
査
が
で

き
る
医
療
機
関
が
少
な
く
、
検

査
費
用
に
対
す
る
公
費
負
担
が

な
い
こ
と
や
、
検
査
で
陽
性
の

場
合
に
治
療
で
き
る
医
療
機
関

が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

質
問　
新
生
児
難
病
検
査
か
ら

治
療
に
つ
な
ぐ
ま
で
を
、
本
市

で
包
括
的
に
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
所

有
者
の
通
院
費
を
助
成
す
る
制

度
を
独
自
に
実
施
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
制
度
の
拡
充
と
併
せ

て
、
公
費
負
担
が
あ
る
20
疾
病

以
外
の
難
病
の
検
査
費
用
に
対

す
る
独
自
の
支
援
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、

重
症
複
合
免
疫
不
全
症
と
脊
髄

性
筋
萎
縮
症
の
検
査
に
つ
い
て

は
、
公
費
検
査
に
追

加
す
る
検
討
が
国
で

行
わ
れ
て
い
る
。

質
問　
学
校
と
家
庭
の
連
携
に

お
い
て
、
家
庭
訪
問
は
意
義
あ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
現
状
は
。

答
弁　
家
庭
訪
問
は
、
家
庭
状

況
の
把
握
や
直
接
保
護
者
と
話

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
捉
え

て
い
る
。
現
在
は
、
学
校
内
で

保
護
者
と
担
任
が
面
談
を
行
う

形
式
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
を
行

い
、
保
護
者
と
の
連
携
を
深
め
、

児
童
・
生
徒
の
指
導
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。

質
問　
マ
ス
ク
着
用
の
長
期
化

質
問　
耐
震
対
策
事
業
と
し
て
、

金
銭
面
や
工
事
面
で
の
負
担
が

少
な
い
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

置
を
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
の
建
築
物
の
耐
震

改
修
助
成
は
、
令
和
３
年
度
に

木
造
住
宅
へ
の
補
助
率
を
３
分

の
２
か
ら
５
分
の
４
に
引
き
上

げ
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
制

度
に
改
正
し
て
い
る
。
現
状
で

は
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

に
関
す
る
相
談
や
設
置
に
至
っ

た
ケ
ー
ス
は
な
い
が
、
市
民
の

質
問　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
さ

ら
な
る
活
躍
の
場
の
推
進
に
つ

い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

当
事
者
の
立
場
を
理
解
す
る
専

門
家
と
し
て
評
価
さ
れ
、
貴
重

な
人
材
と
い
え
る
一
方
、
職
場

に
定
着
し
に
く
い
と
い
う
課
題

や
、
そ
の
存
在
や
活
動
が
十
分

に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
も

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
市
で
は
、
障
害
者
支
援

の
場
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活

躍
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
研

質
問　
高
齢
者
力
仕
事
Ｓ
Ｏ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
概
要
は
。

答
弁　
高
齢
者
力
仕
事
Ｓ
Ｏ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
は
、
70
歳
以
上
ま
た

は
障
害
者
の
み
の
世
帯
を
対
象

に
、
粗
大
ご
み
等
の
処
分
や
重

い
物
の
移
動
な
ど
の
力
仕
事
を

無
料
で
代
行
す
る
新
規
事
業
で

あ
る
。
事
前
登
録
な
ど
は
不
要

で
、
粗
大
ご
み
の
処
理
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
か
か
る
実
費
は
利
用

者
負
担
と
な
る
。
現
在
、
令
和

５
年
９
月
の
事
業
開
始
に
向
け

て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

質
問　
コ
ロ
ナ
感
染
等
高
齢
者

世
帯
買
い
物
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
実
施
す
る
経
緯
は
。
ま

た
、
事
業
の
内
容
は
。

答
弁　
現
在
、
入
院
を
要
し
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者
は
個
人

の
判
断
で
外
出
で
き
る
が
、
実

際
に
外
出
す
る
の
は
容
易
で
な

究
し
、
当
事
者
目
線
の
障
害
福

祉
施
策
を
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
県
に
対
し
て
も
、
活
躍

の
場
の
環
境
整
備
な
ど
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
い
て
、
家
庭

用
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
費
の

一
部
を
助
成
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
町
内
会
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進

し
て
お
り
、
犯
罪
の
抑
止
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
家
庭
用

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
特
に

高
齢
者
世
帯
で
は
、
コ
ロ
ナ
以

外
で
も
急
病
や
持
病
の
悪
化
で

外
出
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。

本
事
業
は
こ
う
し
た
状
況
に
あ

る
人
を
対
象
に
、
電
話
１
本
で

食
料
品
な
ど
の
注
文
・
受
け
取

り
・
購
入
代
金
の
支

払
い
ま
で
が
で
き
る

買
い
物
支
援
で
あ
る
。

に
よ
る
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
学
校
に
お
け
る
マ
ス
ク

着
用
の
現
状
は
。

要
望
や
他
市
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
研
究
し
た
い
。
な
お
、
現

行
の
住
環
境
改
善
助
成
事
業
で

も
要
件
を
満
た
せ
ば
助
成
対
象

に
な
る
場
合
も
あ
る
。

答
弁　
学
校
で
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
求
め
な
い
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
基
礎
疾
患
等

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
た
め
、

外
す
こ
と
を
強
い
る
こ
と
や
、

着
用
の
有
無
に
よ
る
差
別
等
が

な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
マ

ス
ク
の
着
用
が
長
期
化
し
、
学

習
や
心
身
へ
の
影
響
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
熱
中

症
の
危
険
性
も
あ
る
た
め
、
児

童
・
生
徒
の
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に

対
応
し
て
い
る
。

質
問　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

環
と
し
て
行
う
住
宅
の
断
熱
改

修
工
事
に
も
、
住
環
境
改
善
助

成
事
業
を
活
用
で
き
る
の
か
。

答
弁　
住
環
境
改
善
助
成
事
業

は
、
住
宅
本
体
の
機
能
だ
け
で

な
く
、
壁
や
屋
根
な
ど
に
断
熱

材
を
入
れ
る
こ
と
や
二
重
窓
に

す
る
な
ど
、
断
熱
性
能
の
向
上

に
つ
な
が
る
改
修
も
対
象
と
し

て
い
る
。
今
後
も
、
市
民
の
快

適
な
居
住
空
間
を
確

保
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

面談により子どもの様子を
保護者と教職員で共有

耐震
シェルター

耐震
シェルター

既存木造住宅

地震
による
倒壊

耐震シェルターのイメージ

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

汚
水
処
理
の
最
適
化

丸ま
る
や
ま山 　

覚さ
と
る

（
公
明
党
）

障
が
い
者
へ
の
支
援

防
犯
対
策
へ
の
支
援

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

学
校
園
の
現
状
と

教
職
員
の
モ
ラ
ル

宮み
や
は
ら
だ

原
田 

綾あ
や
か香 

（
た
か
さ
き
未
来
）

高
崎
市
の
子
育
て
政
策

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

高
齢
者
福
祉
施
策

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
の

健
康
を
守
る
施
策

三み
し
ま島 

久く
み
こ

美
子

（
た
か
さ
き
未
来
）

補

助

制

度

ア

フ

タ

ー

コ

ロ

ナ

金か
ね
こ子 

和か
ず
ゆ
き幸

（
日
本
共
産
党
）

緊
急
耐
震
対
策
事
業

温

暖

化

対

策


